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特集―ものづくり産業の技能伝承 

  

は
じ
め
に 

 

い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
六
〇
歳
を

迎
え
、
近
い
将
来
、
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員

が
労
働
市
場
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
も
つ
技
術
や
技
能
を
い
か

に
後
進
に
伝
え
る
か
、
製
造
業
で
は
い
ま
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
技
術
・
技
能
継
承
に
向

け
て
す
で
に
体
系
立
っ
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
企
業
が
あ
れ
ば
、
一
方
で
は
目
先
の

業
務
に
追
わ
れ
、
人
材
の
確
保
・
育
成
が
手

つ
か
ず
の
企
業
も
あ
る
。 

　
本
稿
で
は
、
九
州
に
お
け
る
も
の
づ
く
り

企
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に

よ
る
就
業
実
態
と
、
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」

に
対
す
る
企
業
の
現
状
を
概
観
し
、
最
後
に

技
術
・
技
能
の
継
承
に
向
け
て
先
進
的
に
取

組
む
企
業
事
例
を
紹
介
す
る
。 

  

一

．九
州
の
も
の
づ
く
り
産
業
の 

　
　 

就
業
実
態 

■
製
造
業
で
進
む
高
齢
化
と
「
二
〇
〇
七
年

問
題
」 

 

わ
が
国
に
お
け
る
高
齢
化
の
進
展
に
と
も

な
い
、
製
造
業
従
業
者
の
年
齢
も
次
第
に
上

昇
し
て
い
る
。
年
齢
別
構
成
の
推
移
を
一
〇

年
お
き
に
み
る
と
、
五
〇
歳
以
上
の
比
率
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
五
〇
歳
以

上
の
製
造
業
従
業
者
比
率
は
、
一
九
八
〇
年

に
二
二
・
二
％
を
占
め
て
い
た
が
、
九
〇
年

に
は
二
五
・
九
％
に
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
二

〇
〇
〇
年
に
は
三
三
・
三
％
と
、
三
人
に
一

人
は
五
〇
歳
以
上
に
達
し
て
い
る
。
高
齢
化

の
比
率
の
高
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
さ
ら

に
問
題
な
の
は
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
八
〇
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て

は
三
・
七
％
ポ
イ
ン
ト
増
と
比
較
的
緩
や
か

な
増
加
だ
っ
た
が
、
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇

年
に
は
七
・
四
％
ポ
イ
ン
ト
増
と
拡
大
ス
ピ

ー
ド
が
加
速
し
て
い
る（
図
表
１
）。 

　
ま
た
四
九
歳
以
下
の
従
業
者
比
率
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
も
憂
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

特
に
、
働
き
盛
り
で
、
技
術
・
技
能
の
継
承

者
と
な
り
う
る
三
〇
〜
三
九
歳
が
、
八
〇
年

（
二
七
・
四
％
）
以
後
、
二
〇
〇
〇
年
（
二

〇
・
五
％
）
ま
で
徐
々
に
低
下
し
て
い
る
。 

 

一
九
四
七
〜
四
九
年
生
ま
れ
の
「
団
塊
の

世
代
」
が
六
〇
歳
を
迎
え
始
め
る
二
〇
〇
七

年
以
降
、
大
量
の
退
職
者
が
生
じ
、
製
造
現

場
で
蓄
積
さ
れ
た
技
術
・
技
能
が
喪
失
す
る

「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

特
に
金
属
加
工
や
鉄
鋼
な
ど
、
技
能
が
強
く

求
め
ら
れ
る
素
材
加
工
の
製
造
現
場
で
は
、

五
〇
歳
代
の
作
業
員
が
高
い
比
率
を
占
め
て

お
り
、
後
継
者
の
確
保
の
困
難
性
と
合
わ
せ

て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

  

■
正
規
職
員
の
減
少
と
非
正
規
職
員
の
増
加 

　
雇
用
形
態
の
多
様
化
に
伴
い
、
正
規
職
員
・

従
業
員
比
率
は
年
々
低
下
す
る
一
方
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
比
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

非
正
規
職
員
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
一
部
の

企
業
で
は
技
術
・
技
能
継
承
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
つ
離
職
す
る
か
分
か

ら
な
い
人
材
に
対
し
て
コ
ア
技
術
・
技
能
を

教
え
ら
れ
な
い
、
非
正
規
職
員
も
学
ぶ
意
欲

が
乏
し
い
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。 

　
以
下
、
九
州
に
お
け
る
正
規
職
員
・
従
業

員
比
率
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
八
二
年
の

七
八
・
七
％
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
は
六
四
・

五
％
ま
で
低
下
し
た
。
特
に
九
七
〜
二
〇
〇

二
年
の
減
少
幅
が
大
き
く
、
六
・
六
％
ポ
イ

ン
ト
の
低
下
で
あ
っ
た
。
逆
に
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
比
率
は
上
昇
し
、
八
二
年
の
一
〇
・

四
％
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
は
二
二
・
二
％
と

な
っ
て
い
る（
図
表
２
）。 

　
今
日
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
以
外
に
も
、

派
遣
社
員
や
契
約
社
員
・
嘱
託
な
ど
、
雇
用

形
態
は
多
様
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
の

雇
用
形
態
別
就
業
者
比
率
は
、
派
遣
社
員
が

〇
・
七
％
、
契
約
社
員
・
嘱
託
が
四
・
五
％

で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
度
に
は
製
造
業
の
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人
材
派
遣
が
解
禁
と
な
り
、
工
場
で
の
派
遣

社
員
の
活
用
は
増
加
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ

る（
図
表
３
）。 

  

二

．企
業
に
お
け
る 

　
　 

「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
と 

　
　 

技
術
・
技
能
継
承
の
実
態 

 

企
業
は
二
〇
〇
七
年
問
題
と
技
術
・
技
能

継
承
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
の

か
。
以
下
で
は
、
九
州
の
中
小
企
業
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
実
態

を
み
て
い
き
た
い
。 

  

■
三
割
弱
の
企
業
は
二
〇
〇
七
年
問
題
を
懸

念 　
ま
ず
「
団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
者
は
い

な
い
」
企
業
（
三
三
・
三
％
）
を
除
く
と
、

団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
者
を
抱
え
る
企
業

は
六
六
・
七
％
と
な
り
、
三
社
に
二
社
の
割

合
に
の
ぼ
る
。
さ
ら
に
「
団
塊
の
世
代
の
定

年
退
職
に
よ
り
、
問
題
を
抱
え
る
と
予
想
さ

れ
る
」
企
業
は
二
八
・
七
％
を
占
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
う
ち
三
割
弱
が
二
〇
〇

七
年
問
題
を
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
結
果
を

得
た
。 

　
逆
に
団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
者
が
発
生

す
る
も
の
の
、
問
題
視
し
て
い
な
い
企
業
は

三
八
・
〇
％
で
あ
る
。
「
団
塊
の
世
代
の
定

年
退
職
は
あ
る
が
、
再
雇
用
や
定
年
延
長
な

ど
で
対
応
し
問
題
は
な
い
」
が
一
九
・
三
％
、

技
能
継
承
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
な
ど

の
理
由
で
「
団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
は
あ

る
が
、
特
に
問
題
は
な
い
」
企
業
は
一
八
・

七
％
で
あ
っ
た（
図
表
４
）。 

　
「
団
塊
の
世
代
の
退
職
に
よ
り
、
問
題
を

抱
え
る
と
予
想
さ
れ
る
」
企
業
の
う
ち
、
技

術
・
技
能
系
社
員
の
能
力
水
準
の
変
化
に
つ

い
て
は
、
「
大
き
く
低
下
す
る
」（
一
〇
・
二

％
）
と
「
や
や
低
下
す
る
」（
五
一
・
〇
％
）

を
合
わ
せ
る
と
、
六
一
・
二
％
が
低
下
を
懸

念
し
て
い
る（
図
表
５
）。
団
塊
の
世
代
の
退

職
に
よ
り
、
問
題
を
抱
え
る
と
予
想
さ

れ
る
も
の
の
、
能
力
水
準
に
つ
い
て
「
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
」
企
業
は
三
八
・

八
％
に
と
ど
ま
っ
た
。 

　
さ
ら
に
低
下
す
る
能
力
に
つ
い
て
は
、

「
熟
練
技
能
力
」（
九
〇
・
〇
％
）
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対

象
企
業
は
基
盤
技
術
産
業
の
中
小
企
業

が
中
心
で
あ
り
、
業
務
内
容
は
素
材
加

工
に
近
く
、
技
能
力
を
求
め
ら
れ
る
企

業
が
多
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
「
工
程
管
理
・
改

善
能
力
」
や
「
品
質
管
理
能
力
」
、
「
設

計
能
力
」
な
ど
技
術
部
門
の
能
力
低
下

は
、
相
対
的
に
比
較
的
低
く
と
ど
ま
っ

た（
図
表
６
）。 

  

■
人
材
育
成
や
技
術
・
技
能
継
承
の
取

り
組
み
は
「
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
」
が
大 

　
人
材
育
成
お
よ
び
技
術
・
技
能
継
承

の
取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て

は
、
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
と
回

答
し
た
企
業
が
四
四
・
六
％
を
占
め
た
。
つ

ま
り
判
断
が
つ
き
か
ね
る
と
回
答
す
る
企
業

が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
明
確
な
回
答
の

あ
っ
た
企
業
で
は
、
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」

（
二
四
・
一
％
）
よ
り
も
、
「
あ
ま
り
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
」（
三
一
・
三
％
）
と
回
答

す
る
企
業
が
上
回
っ
て
い
る（
図
表
７
）。 

　
人
材
育
成
や
技
術
・
技
能
継
承
が
う
ま
く

い
か
な
い
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
人
材

確
保
や
定
着
が
困
難
で
技
術
・
技
能
の
継
承

者
そ
の
も
の
が
い
な
い
、
作
業
が
経
験
や
勘

に
よ
る
要
素
が
多
く
継
承
が
困
難
で
あ
る
、

社
内
で
人
材
育
成
が
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
で
あ
る
。 

　
技
術
・
技
能
伝
承
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

企
業
（
以
下
、
「
良
好
企
業
」
と
表
現
）
と
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
企
業
（
以
下
、

「
不
調
企
業
」
と
表
現
）
の
人
材
育
成
、
技

術
・
技
能
継
承
の
取
り
組
み
内
容
を
比
較
す

る
と
、
次
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。 

　
良
好
企
業
で
取
り
組
ま
れ
、
不
調
企
業
で

あ
ま
り
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
の
は
三
つ
あ

る
。
一
つ
は
「
技
術
・
技
能
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
」
で
あ
る
。
業
務
内
容
に
よ
り
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
が
容
易
な
も
の
と
、
人
の
経
験
や
勘

に
委
ね
ら
れ
他
人
へ
伝
え
に
く
い
も
の
が
あ

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
や
す
い
企
業
ほ
ど
、 
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体
系
化
が
進
み
、
技
術
・
技
能
伝
承
に
取
り

組
み
易
い
。
二
つ
は
、
「
技
能
検
定
な
ど
資

格
取
得
の
奨
励
」
で
あ
る
。
資
格
取
得
は
、

日
頃
の
業
務
で
培
っ
た
技
量
を
客
観
的
に
測

る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

と
な
る
た
め
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
や
社
員
の
定
着
率
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
。
三
つ
は
、
「
技
能
者
を
重

視
す
る
社
風
の
醸
成
」
で
あ
る
。
特
に
こ
の

取
り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
技

術
職
・
技
能
職
な
ど
現
場
に
合
っ
た
昇
進
・

昇
格
基
準
を
設
け
た
り
、
社
内
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
を
導
入
し
て
他
の
従
業
員
と
区
別
し
、

個
人
の
も
つ
技
術
や
技
能
を
最
大
限
評
価
し

よ
う
と
取
り
組
む
企
業
も
み
ら
れ
る
。 

　
逆
に
、
良
好
企
業
で
は
あ
ま
り
取
り
組
ま

れ
ず
、
不
調
企
業
で
は
比
較
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
は
、
「
外
部
講
習
会
等
へ
の
参
加
」

で
あ
る
。
普
遍
的
な
内
容
に
特
化
せ
ざ
る
を

得
な
い
外
部
講
習
会
等
の
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
は
、

成
果
が
非
常
に
見
え
に
く
い
。
企
業
、
あ
る

い
は
社
員
に
し
て
み
る
と
、
外
部
講
習
会
等

に
参
加
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
目
的
が
漠

然
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

参
加
社
員
は
、
社
に
持
ち
帰
っ
た
内
容
を
し

っ
か
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
人
事

担
当
者
は
参
加
す
る
講
習
会
を
慎
重
に
選
択

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う（
図
表
８
）。 

  

■
非
正
規
職
員
の
増
加
と
技
術
・
技
能
伝
承

の
困
難
性 

　
近
年
、
就
業
形
態
が
多
様
化
し
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
、
人
材
派
遣
と
い
っ
た
非
正

規
職
員
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
企
業
に
と

っ
て
は
人
件
費
等
固
定
費
の
削
減
や
業
務
量

の
変
動
に
合
わ
せ
た
人
員
の
活
用
が
可
能
と

な
る
な
ど
労
働
力
利
用
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

　
し
か
し
コ
ア
と
な
る
技
術
・
技
能
は
社
内

に
蓄
積
し
に
く
い
、
辞
め
た
後
に
教
育
し
た

技
術
・
技
能
が
流
出
し
か
ね
な
い
、
技
術
・

技
能
を
身
に
付
け
る
以
前
に
、
非
正
規
職
員

は
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
に
乏
し
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
一
方
、
非
正
規
職
員
も
仕
事

に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
ず
、

技
術
者
・
技
能
者
と
し
て
ス
キ
ル
を
向
上
し

よ
う
と
い
う
意
欲
に
乏
し
い
と
い
う
問
題
も

あ
る
。 

　
こ
の
た
め
、
非
正
規
職
員
の
採
用
を
止
め
、

全
員
、
正
職
員
と
す
る
企
業
や
、
非
正
規
職

員
に
依
存
す
る
企
業
は
、
福
利
厚
生
の
適
用

範
囲
の
拡
大
や
、
資
格
取
得
の
支
援
を
行
い
、

非
正
規
職
員
が
社
内
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き

る
よ
う
な
制
度
を
導
入
し
て
定
着
率
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る
。 

  

■
二
〇
〇
七
年
以
後
に
お
と
ず
れ
る
「
真
の

二
〇
〇
七
年
問
題
」 

 

「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
の
施
行

に
よ
り
、
定
年
廃
止
や
定
年
延
長
、
雇
用
延

長
が
制
度
化
さ
れ
た
。
つ
ま
り
団
塊
の
世
代

が
労
働
市
場
か
ら
本
当
に
い
な
く
な
る
の
は
、

二
〇
〇
七
年
よ
り
さ
ら
に
後
と
考
え
ら
れ
、

「
真
の
二
〇
〇
七
年
問
題
」
は
そ
の
時
に
訪

れ
る
こ
と
に
な
る
。
技
術
・
技
能
継
承
が
後

れ
て
い
る
企
業
は
、
こ
の
間
に
早
急
に
後
継

者
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
企
業
の
中
に
は
、
雇
用
延
長
処
置
等
を
導

入
し
て
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
先
生
役
と
す
る

企
業
や
、
属
人
的
な
技
能
を
映
像
に
よ
っ
て

何
と
か
記
録
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
企
業
も

あ
る
。 

　
一
方
、
雇
用
継
続
に
よ
る
問
題
点
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
現
段
階
で
継
続
雇
用

制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
の
中
に
は
、
定

年
以
降
の
人
材
が
「
現
役
時
代
」
の
六
割
程

度
の
報
酬
で
就
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て

の
上
司
と
部
下
の
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
い
、

指
揮
命
令
に
苦
慮
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
お

き
て
い
る
。
今
後
、
成
功
報
酬
の
導
入
や
就

業
規
則
の
改
善
等
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。 

  

三

．企
業
に
お
け
る
技
術
・ 

　
　 

技
能
継
承
の
取
り
組
み 

 

九
州
の
製
造
業
に
お
け
る
技
術
・
技
能
継

承
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
先
行
し
て
取
組
む

企
業
を
紹
介
し
た
い
。 

  

■
三
菱
重
工
業
㈱
長
崎
造
船
所
「
技
能
塾
」 

　
三
菱
重
工
業
㈱
長
崎
造
船
所
で
は
、
二
〇

〇
四
年
一
〇
月
か
ら
独
自
の
教
育
制
度
で
あ

る
「
技
能
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
工
場
内
の
技

能
継
承
に
取
り
組
み
始
め
た
。
二
〇
〇
五
年

度
は
、
五
つ
の
工
作
部
に
各
二
〇
〜
三
〇
コ

ー
ス
、
合
計
一
二
二
コ
ー
ス
を
設
け
、
勤
続

二
〜
一
〇
数
年
目
の
比
較
的
若
い
従
業
員
三

七
四
人
が
受
講
し
た
。
各
コ
ー
ス
の
受
講
期

間
は
一
週
間
〜
三
ヵ
月
で
、
期
間
中
、
受
講

者
は
通
常
の
職
務
を
離
れ
、
す
べ
て
の
勤
務

時
間
を
技
能
塾
で
の
教
育
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
。
指
導
員
も
勤
務
時
間
の
半
分
を
指

導
に
充
て
る
。
つ
ま
り
時
間
と
コ
ス
ト
を
十

分
に
か
け
て
技
能
継
承
を
行
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。 

 

　 
 

○
伝
承
す
べ
き
技
能
の
洗
い
出
し
か
ら
個

人
教
育
計
画
の
策
定
ま
で 

　
技
能
塾
に
て
教
育
を
行
う
に
は
、
ま
ず
工

場
全
体
の
技
量
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
場
に
お
け
る
伝
承

す
べ
き
技
能
の
洗
い
出
し
か
ら
個
人
別
教
育

計
画
策
定
ま
で
、
五
つ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
分
か

れ
る
。 
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Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１ : 

伝
承
す
べ
き
技
能
の
洗
い

出
し 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２ : 

個
人
別
レ
ベ
ル
評
価 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３ : 

個
人
別
レ
ベ
ル
評
価
に
基

づ
く
全
体
分
析 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４ : 

分
析
結
果
に
基
づ
く
教
育

方
針
策
定 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５ : 

個
人
別
教
育
計
画
策
定 

  　
ま
ず
、
不
足
技
能
者
や
、
伝
承
不
足
の
技

能
、
若
手
技
能
者
に
修
得
さ
せ
る
必
要
の
あ

る
高
度
技
能
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

「
技
能
の
洗
出
し
」
か
ら
始
ま
る
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
１
）。
洗
出
し
の
結
果
、
各
部
門
の
コ
ア

と
な
る
要
素
技
術
が
明
確
と
な
る
。
例
え
ば
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
扱
う
工
作
部
で
は
、
①
鋳

鋼
（
鋳
物
）
技
術
、
②
機
械
加
工
技
術
、
③

組
立
技
術
と
い
う
三
つ
の
要
素
技
術
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
技
術
の
技
能
塾
で
は
、
①

特
殊
鋼
溶
接
、
②
ロ
ー
タ
翼
植
、
③
汎
用
横

中
繰
り
盤
加
工
技
能
を
三
一
の
コ
ー
ス
に
分

け
て
履
修
す
る
。
ま
た
、
ボ
イ
ラ
ー
を
扱
う

工
作
部
で
は
、
①
自
動
溶
接
、
②
ス
ク
イ
ズ

曲
げ
加
工
、
③
機
械
加
工
と
い
う
コ
ア
技
能

を
、
一
六
コ
ー
ス
に
分
け
て
履
修
す
る
。 

　
次
に
、
各
技
能
に
つ
い
て
塾
生
個
人
の
持

つ
技
能
レ
ベ
ル
が
評
価
さ
れ
る
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

２
）。
係
長
・
作
業
長
を
中
心
と
し
た
現
場

管
理
者
が
班
ご
と
に
評
価
し
、
さ
ら
に
そ
の

個
人
別
レ
ベ
ル
評
価
に
基
づ
い
て
職
場
全
体

の
力
量
の
分
布
を
年
齢
別
に
把
握
す
る
「
全

体
分
析
」
を
行
う
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
）
。
例
え

ば
「
熱
処
理
」
の
技
能
は
、
現
在
五
〇
代
の

従
業
員
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
次
世
代
の
技

能
者
育
成
を
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
る
。 

 
最
後
に
、
全
体
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て

全
体
的
な
教
育
方
針
を
策
定
し
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

４
）、
そ
れ
を
個
人
別
教
育
計
画
の
策
定
に

落
と
し
込
ん
で
い
く
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
）。
個

人
別
の
育
成
計
画
で
は
、
各
コ
ー
ス
の
技
能

評
価
、
お
よ
び
二
年
間
の
育
成
方
針
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
な
る
「
技
能
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

教
育
計
画
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ー
ト
が
作
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
二
年
間
の
進
捗
状
況
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
評
価
は
、

課
長
、
係
長
、
作
業
長
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

以
上
の
個
人
別
レ
ベ
ル
評
価
を
一
年
に
一
〜

二
回
見
直
し
、
上
記
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
〜
５
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
に
な
る（
図
表
９
）。 

   

○
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
組
み
合
わ

せ
た
総
合
的
な
技
能
教
育 

　
個
人
教
育
計
画
が
策
定
さ
れ
た
ら
、
次
は

Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た

総
合
的
な
技
能
教
育
を
進
め
る
。
技
能
塾
で

の
育
成
手
段
の
中
心
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
あ
る
。
製

品
（
部
品
）
を
使
っ
た
生
産
現
場
に
お
け
る

指
導
員
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
が
行
わ

れ
る
。
各
コ
ー
ス
に
指
導
員
が
一
名
ず
つ
お

り
、
そ
れ
に
対
し
て
一
〜
四
名
の
塾
生
が
つ

く
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
教
育
セ
ン
タ
ー

や
技
能
研
修
所
の
活
用
を
行
う
。
さ
ら
に
生

産
技
術
課
や
設
計
課
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
製
品
・
生
産
技
術
に
関
す
る
座
学
を
実

施
す
る
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
座
学

を
教
育
の
基
本
と
し
て
い
る
。 

　
ま
た
次
の
よ
う
な
工
夫
も
行
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
「
技
能
塾
開
催
中
」
と
書
か
れ
た

ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
計
画
書
や
座
学
内
容
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
な
ど
を
掲
示
し
て
周
囲
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
。
塾
生
は
、
技
能
塾
受
講
期

間
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
腕
章
を
つ
け
、
作

業
に
関
し
て
「
訓
練
中
で
あ
る
」
こ
と
を
知

ら
せ
る
。
も
う
一
つ
は
、
塾
生
は
受
講
中
、

定
期
的
に
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
提
出
し
、
学

ん
だ
こ
と
を
文
字
に
書
き
起
こ
す
こ
と
で
復

習
す
る
。
習
っ
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
書

き
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。
コ
ー
ス
修
了
時

に
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
加
え
て
感
想
文
を
作

成
し
提
出
す
る
。 

　
そ
し
て
指
導
員
と
各
課
教
育
担
当
が
修
了

評
価
を
し
、
塾
長
（
部
長
ま
た
は
次
長
）
か

ら
塾
生
個
人
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
る
。
教 
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育
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ー
ス
の
修

了
と
技
能
習
熟
の
評
価
を
明
確
に

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

   

○
技
能
継
承
上
の
課
題 

　
同
社
で
は
、
技
能
継
承
に
お
い

て
、
以
下
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。 

　
一
つ
は
、
人
員
構
成
の
歪
み
で

あ
る
。
技
能
継
承
す
る
若
年
層
、

伝
承
す
る
指
導
員
が
不
足
し
て
い

る
。
特
に
現
在
四
〇
〜
四
四
歳
の

人
材
は
、
学
校
卒
業
当
時
造
船
不

況
と
重
な
り
採
用
が
抑
え
ら
れ
た
。

こ
の
年
齢
層
は
、
現
在
六
名
し
か

い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
五
〇
〜

五
四
歳
の
人
材
は
極
端
に
多
い
。 

　
二
つ
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
教
育
で
あ

る
。
四
〇
〇
人
い
る
派
遣
や
請
負
労
働
者
な

ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
へ
の
依
存
は
大
き
い
。

受
け
入
れ
時
の
教
育
は
体
系
立
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
教
育
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
優
秀
な

パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
は
、
社
員
表
彰
制
度

な
ど
の
活
性
化
対
策
や
、
技
能
塾
に
入
れ
る

こ
と
も
検
討
中
で
あ
る
。
協
力
企
業
の
従
業

員
に
対
し
て
は
、
費
用
は
出
せ
な
い
が
教
育

施
設
や
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。 

　
三
つ
は
、
人
材
の
多
様
化
で
あ
る
。
Ｎ
Ｃ

機
械
、
海
外
で
の
現
地
サ
ー
ビ
ス
、
鋳
物
製

作
な
ど
能
力
の
高
い
技
能
者
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｃ
機
械
に
対
し

て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知
識
が
、
現
地
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
は
語
学
力
が
必
要
で
あ
る
。

鋳
物
作
成
は
、
厳
し
い
労
働
条
件
に
加
え
、

高
水
準
の
技
能
が
要
求
さ
れ
る
。
必
要
な
人

材
は
集
ま
り
に
く
く
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
採
用
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

　
四
つ
は
、
教
育
と
訓
練
で
あ
る
。
教
育
だ

け
で
終
わ
ら
ず
、
訓
練
し
て
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
段
階
ま
で
至
っ

て
い
な
い
。
多
能
工
の
育
成
や
、
技
能
塾
の

さ
ら
な
る
活
用
と
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

  

お
わ
り
に 

 

「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
に
対
す
る
危
機
感

は
意
外
と
弱
い
。
こ
れ
が
、
製
造
業
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
ま
わ
っ
て
の
率
直
な
感
想
で
あ

る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
技
術
・
技
能
継
承

が
円
滑
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
改

正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
施
行
さ
れ
、

継
承
へ
の
猶
予
期
間
は
多
少
伸
び
た
も
の
の
、

出
遅
れ
た
企
業
は
今
か
ら
計
画
立
て
て
取
り

組
ま
な
い
と
、
技
術
・
技
能
継
承
の
問
題
は

早
晩
大
き
な
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

　
一
方
、
北
部
九
州
で
は
自
動
車
産
業
の
集

積
が
進
ん
で
い
る
。
技
術
・
技
能
継
承
を
問

題
と
す
る
前
に
、
実
は
人
手
不
足
が
相
当
深

刻
に
な
っ
て
い
る
。
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る

有
名
な
大
企
業
や
一
次
下
請
企
業
に
は
人
が

集
ま
る
が
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
協
力
企
業
に

は
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な
い
。
待
遇
を
良

く
し
よ
う
に
も
限
界
が
あ
る
。
九
州
で
は
こ

の
こ
と
が
今
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
手
確
保
は
、
技
術
・
技
能
継
承
と
も
深
く

関
わ
っ
て
お
り
、
人
材
の
採
用
、
定
着
、
育

成
、
適
正
配
置
と
、
総
合
的
な
対
策
を
立
て

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

   

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

か
ぶ
・
た
か
よ
し
／
一
九
七
〇
年
、
福
岡
県

出
身
。
一
九
九
三
年（
財
）九
州
経
済
調
査
協

会
情
報
開
発
部
研
究
員
。
二
〇
〇
四
年
、
調

査
研
究
部
主
任
研
究
員
、
現
在
に
至
る
。
本

稿
以
外
に
、
経
済
産
業
省
「
九
州
地
域
の
製

造
中
核
人
材
に
関
す
る
基
盤
的
調
査
」
や
九

州
と
韓
国
の
経
済
圏
形
成
に
向
け
た
共
同
研

究
な
ど
を
手
掛
け
る
。 
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特集―ものづくり産業の技能伝承 


